
  

所属 国際交流センター 職名 助教 氏名 熊澤 友紀子 学位 修士課程修了 兼担している研究科 無し

研究分野 社会学およびその関連分野、教育学およびその関連
分野、スポーツ科学、体育、健康科学およびその関連分野

研究分野のキーワード
社会福祉学関連、特別支援教育関連、リハビリテーション科学関連

  学歴
1999年03月 愛知淑徳大学文学部英文学科言語文化コース

2007年05月 MA - International Training and Education Program, School of Education, American University

  職歴
2000年04月 愛知県藤岡町立藤岡中学校 常勤講師（英語科）

2001年04月 愛知県春日井市立西部中学校 教諭（英語科）

2007年07月 財団法人法人アジア車いす交流センター（タイランド）事務局長

2019年05月 認定NPO法人アジア車いす交流センター 事務局長

2022年09月 愛知淑徳大学国際交流センター 助教

 Ⅰ 研究活動
著書(CD･DVD等を含む)・論文等

の名称
単著・共著

の別
発行または
発表年月

発行所、発表雑誌
(及び巻・号数)等の名称

編者・著者名
(共著の場合のみ記入)

該当箇所・該当頁数

  著書(CD･DVD等を含む)

  学術論文
障がい児のモビリティとQOL改善に
向けた国際協力の実践

共著 2022年11月 桜花学園大学 桜花学園大学
保育学部研究紀要 第26号

寺田恭子 共同研究につき本人担当部分
抽出不可能

タイの障害児のモビリティとQOL改
善に向けてー継続的支援における課
題ー

共著 2023年03月 桜花学園大学 桜花学園大学
保育学部研究紀要 第27号

寺田恭子 共同研究につき本人担当部分
抽出不可能

コロナ禍後における渡航型短期協定
留学の実践と課題

単著 2023年07月 愛知淑徳大学
アクティブラーニング 16

1頁～11頁

タイ東北地方における障害児と身体
活動の実態

共著 2023年11月 桜花学園大学
保育学部研究紀要 28

寺田恭子・和智道生・熊澤友紀子・
里中綾子・鈴木伸治

共同研究につき本人担当部分
抽出不可能

タイの地方に暮らす二分脊椎児に対
する就学に向けた評価とアプローチ

共著 2024年03月 佛教大学保健医療技術学部
保健医療技術学部論集 18

和智 道生・里中 綾子・熊澤
友紀子・寺田 恭子

19頁～25頁

米国NPOリーダーシップ研修の実践
報告 : シアトルの教育系NPOとの連
携によるプログラムの再構築に向け
て

単著 2024年07月 愛知淑徳大学
アクティブラーニング 17

1頁～13頁

Living Conditions of Children with
Disabilities in Rural Thailand:
Factors Leading to Life Change
through Interventions

共著 2024年10月 MDPI Social Sciences 13 10 Yukiko Kumazawa, Kyoko Terada,
Ayako Satonaka, Michio Wachi,
Noriyuki Kida

共同研究につき本人担当部分
抽出不可能

WHO車椅子提供ガイドラインの変遷
と国際動向：2008年版と2023年版
の比較

共著 2025年12月 日本国際保健医療学会
国際保健医療 40 4

熊澤友紀子・来田宣幸 165頁～175頁

Wheelchair Provision for Children
with Disabilities in Rural Thailand:
The Roles of Family Support and
Environmental Barriers in Daily
Participation

共著 2026年03月 MDPI Disabilities 6 2 Yukiko Kumazawa, Kyoko Terada,
Ayako Satonaka, Michio Wachi
Michio, Noriyuki Kida

共同研究につき本人担当部分
抽出不可能

  学会発表

  作品・制作等
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  その他業績

 Ⅱ 学会等における主な活動
受賞

所属学会
2022年10月 ～ 現在 国際開発学会

2025年05月 ～ 現在 日本国際保健医療学会

 Ⅲ 社会活動
2023年04月01日 ～ 現在 愛知県刈谷市共存・協働のまちづくり推進委員会委員

 Ⅳ 教育活動
教育実践上の主な業績 年 月 日 概 要

  1 教育内容・方法の工夫(授業評価等を含む)

  2 作成した教科書、教材、参考書

  3 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

  4 その他教育活動上特記すべき事項

  5 大学運営

 V 資格・免許、特許等
資格・免許

特許等
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